
学修成果の評価に関する方針（アセスメントポリシー）を国際コミュニケーション研究科規程第 8 条に

以下のように定めている。 

 

（学修成果の評価に関する方針） 

第８条   修了認定・学位授与に関する方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カ

リキュラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）に即して、学生の学修成

果を評価するための学修成果の評価に関する方針（アセスメント・ポリシー）は別表の通りとする。 

 

別表 

（１）各ポリシーの評価指標 

 

入学前（入学直後） 

（アドミッション・ポリシー） 

在学中 

（カリキュラム・ポリシー） 

修了時（修了後） 

（ディプロマ・ポリシー） 

機
関
レ
ベ
ル
の
指
標 

・入学者選抜試験 

・調査書等の記載内容 

・GPA 

・修得単位数 

・退学率 

・休学率 

・研究活動状況 

・学位授与率又は学位授与数 

・就職率、進学率 

・卒業生アンケート調査 

課
程
レ
ベ
ル
（
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
）
の
指
標 

・入学者選抜試験 

・入学後の希望する研究指導

教員との面接 

・研究計画等の記載内容 

・GPA 

・修得単位数 

・退学率 

・休学率 

・授業評価アンケート 

・学内研究活動状況 

・学外研究活動状況 

・学位授与率又は学位授与数 

・就職率、進学率 

・GPA 

・研究指導の評価 

 

科
目
レ
ベ
ル
の

指
標 

・入学者選抜試験 ・成績評価 

・授業評価アンケート 

・学習ルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）ディプロマ・ポリシーに関する具体的な評価方法（アセスメント・チェックリスト） 

 評価方法 

対象者 

（博士前期課

程） 

対象者 

（博士後期課

程） 

実施時期 検証 

機

関 

レ

ベ

ル 

学位授与率（後期課程は授与

数） 

２年生 
３年生相当 修了時等 

自己点検・評価委

員によって実施 

就職率・進学率 ２年生 ３年生相当 修了時等 

 

卒業生アンケート調査 

 

修了生 修了生 

修了後１年経過

から３年（年 1

回） 

課

程 

レ

ベ

ル 

学位授与率（後期課程は授与

数） 

２年生 
３年生相当 修了時等 

ディスクロジャ

ー及び自己点検・

評価委員によっ

て実施 

就職率・進学率 ２年生 ３年生相当 修了時等 

GPA ２年生 ３年生相当 修了時等 

研究指導の評価 ２年生 ３年生相当 修了時等 

研究倫理への取り組み ２年生 ３年生相当 修了時等 

授業評価アンケート 全学生 全学生 各期末 

学内研究活動（研究・論文発

表） 

全学生 
全学生 各年度末 

学外研究活動（研究・論文発

表） 

 
全学生 各年度末 

成績評価 全学生 全学生 各期末 

科

目

レ

ベ

ル 

授業評価アンケート 全学生 全学生 各期末 

各科目担当教員

によって実施 

学習ルーブリック 全学生 全学生 各期末 

 

 

  

 

※博士前期課程については学則により、1 年間で早期修了することが可能であるため、１年次において

修了した場合には対象者 2年生のところを修了者として読み替えて実施する。 

※博士後期課程については在学延長制度を採用しているため、修業年限３年～６年の間が修了の時期。

ただし、課程博士の場合には単位取得後 3年以内は課程博士扱いとなるため、学位授与数については

課程博士を集計する。 

※大学院では留学生が多いため、卒業生アンケート等については国際センターの協力が不可欠であるこ

とから、実施及び検証については参画してもらう。 

※学内研究活動（論文等発表）については現状から博士後期課程のみを対象とする。 

※学外研究活動（研究口頭発表）については現状から博士後期課程のみを対象とする。 

※学外研究活動（論文等発表）については現状から博士後期課程のみを対象とする。  

 ◎研究活動状況の検証等について、博士前期課程を含めるかどうかは今後の教学マネジメントにより

見直しを図ることとする。ただし、博士前期課程の院生が学外等で行った研究活動については促進



するものとし、「研究指導の評価」の中で加えて勘案する。 

 


